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ユーグレナと目指すSustainability Firstな世界
〜ユーグレナ研究の現状と将来の可能性について〜

使用言語：日本語

中島 綾香 氏

株式会社ユーグレナ ヒト科学研究所

「ユーグレナは、主に淡⽔の沼や池、⽔⽥などに⽣息
する0.05 mm程度の⼤きさの微細藻類です。動物と植物

の両⽅の特徴を併せ持つ⽣物であり、光合成をしながら
⾃⾝でも活発に動き回ることができます。⽣産された
ユーグレナは、バイオマスの5F という考え⽅で挙げら
れる、⾷品（Food）、繊維（Fiber）、飼料（Feed）、
肥料（Fertilizer）、燃料（Fuel）それぞれにおいて⽤途

を検討し、産業分野で多段階活⽤されるべく研究開発が
なされています。

⽇本熱帯農業学会 (JSTA) 研究集会委員会
名古屋⼤学農学国際教育研究センター

（ICREA）事務室
TEL︓052-789-4225
E-mail︓icrea@agr.nagoya-u.ac.jp

参 加 登 録

参加登録締切 2022年9⽉29⽇（⽊）

照 会 先 主 催

本講演では、主に⾷品としてのユーグレナの研究成果について紹介しながら、バイオマスを活⽤
した社会課題の解決について考えていきたいと思います。」

下記URLより参加登録をお願いいたします。

. https://forms.gle/LtBCAuuwJuLD6onU6
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